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A. 研究目的 

医療知識基盤データベース（以下 MKB）は、

疾患と異常状態（病態異常等）の因果関係

により約 6000疾患の定義が記述されたも

のである。本研究では①医療安全支援機能、

②電子カルテ DBやレセプト DB（NDBや

DPC）（以下、既存 DB）の研究利用のため

の高品質データ抽出機能、の２つを MKB

を活用することで実現する。これにより今

後の医用人工知能開発の基盤となることを

目指す。 

 

B. 研究方法 

本研究目的の２本の柱である医療安全支援

機能の実現、研究支援機能実現のための均

質的で構造的なデータベース生成のため、

医療言語処理の解析基盤を開発する。 

医療安全支援機能として、処方オーダ時に

警告や注意喚起を表示する機能の実現に必

要となる、主要な医薬品についての禁忌、

投与注意、効能記述における疾患、病態、

症状記述（以下、医薬品関連異常状態等）

を抽出でき、MKBに記述されている異常状
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態表現と対応付けられる仕組みを開発する。

また研究支援機能としては、MKBの異常状

態表現を探索することで、疾患や検査結果、

医薬品名そのものではなく、研究者が必要

とする情報粒度でのデータ抽出を行う検索

方法を開発する。 

 

（倫理面への配慮） 

本研究は情報システムの開発研究とデータ

作成であり特別な倫理上の配慮は不要であ

る。 

 

C. 研究結果と考察 

言語アノテーション情報に対する意味的集

約のためのシソーラス検索 API: 
JMed-LexGridの開発 
前年度までに、主要な言語辞書リソース 17
を用い、自然言語文リソースに対して文字

列一致、形態素解析などにより汎用的かつ

自動的にアノテーションする汎用システム

の開発を行った。 
本年度は上記システムにてアノテーション

された言語素片タグに対し、複数の言語リ

ソースにまたがり横断的に意味上の集約を

行うためのシソーラス検索 APIである
JMed-LexGridを開発した。 
資料１に示すように、全ての言語辞書リソ

ースに共通した要素定義とメソッドを定義

した。term2conceptIDsメソッドにより、
用語文字列からその用語が存在する特定リ

ソース内のテーブル名とテーブル内の ID
のセットを得ることができる。 
また conceptID2attributesメソッドにより、
特定リソース内テーブルと IDを指定する
ことで、(1) 他の標準コードセットとの対応
(例： ICD10:2003)、(2)上位語の概念 IDセ

ット、(3)下位語の概念 IDセット、(4)リソ
ース内で定義された意味カテゴリ、(5)代表
表記、(6)全同義語セット、(7)推論された意
味カテゴリ、(8)その他の属性といった情報
を取得することができる。 
さらに、これらのメソッドを利用し上位・

下位語や意味カテゴリ、IDコード、その他
の情報を簡易的に取得するラッパーを用意

し、JSONを用いた REST APIとして実装
した。 
上記 APIを用いて複数の言語辞書リソース
を横断的に検索し、上位/下位概念や意味カ
テゴリの再帰的な探索や同義関係の取得、

代表表記への名寄せを行うことで、自然言

語文に対する自動言語アノテーション情報

に対してユーザーが求める粒度で意味的集

約を行うことが可能である。 
たとえば「滲出性中耳炎」を入力とし医薬

同義辞書を指定してこのサービスを利用す

ると意味カテゴリとして「疾患」「心身の状

態」、見出し語「滲出性中耳炎」、同義語セ

ット「滲出性中耳炎,漿液性中耳炎,浸出性中
耳炎, 滲出性中耳カタル, カタル性中耳炎,
中耳カタル」、英語セット

「SOM,OME,SECRETORY OTITIS 
MEDIA,CATARRHAL OTITIS 
MEDIA,SEROUS OTITIS 
MEDIA,OTITIS MEDIA WITH 
EFFUSION」が戻り値となる。このいずれ
かを入力として別の言語リソースを指定し

て利用することでさらに上位概念やヨミな

どを取得できる。 
	 このように整備された医療言語リソース

を利用して、入力として投入される添付文

書言語情報を文字列一致、形態素解析によ

り自動的にアノテーションする汎用システ
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ム「医学用語自動アノテーションシステム」

を昨年度開発した。この精度を本年度はさ

らに改良した。これを用いて医薬品関連異

常状態等をMKBの異常状態と対応づけら
れる用語を医薬品添付文書から抽出できる。

また研究者が抽出したい情報粒度のやや大

きい臨床概念を既存研究論文と研究計画書

から収集できることを確認した。 
資料２に本システムにより医薬品添付文書

の慎重投与などの記載を処理した例を、資

料３に、使用するリソースの設定画面を示

す。また資料４に、この実例の場合におい

て抽出された医療用語がどのリソースによ

り抽出されたかの頻度を示す。 
このように添付文書の慎重投与などの文章

に含まれるすべての医療用語が抽出されて

いることがわかり、もとの言語リソースに

よりカテゴリ情報やコーディング情報を付

与することができることがわかる。 
このように、医薬品添付文書に適用するこ

とで副作用セクションの症状所見用語を抽

出して、MKBと対応づけることで起こりう
る病態の推論をすることができると考えら

れる。今後、これを電子カルテの処方オー

ダや患者カルテ記述分析に組み込むことで、

多様な用途が広がると期待される。 
 

D. 結論 

開発されたMed-LexGridは、国内１７の言
語リソースを集約した、医療自然言語処理

を必要とする研究者やアプリケーションに

非常に有用な言語リソースサービスとして

提供できる。言語リソースを集約した、医

療自然言語処理を必要とする研究者やアプ

リケーションに非常に有用な言語リソース

サービスが開発され、医療安全支援機能を

持った電子カルテや、電子カルテの文章デ

ータの二次利用システムに役立つと考えら

れる。 
 
E. 健康危険情報 

なし 
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資料１ 

 

●要素定義 
・resource_name := 言語辞書リソース名 
・table_name := 言語辞書リソース内の特定のテーブル名(1つの場合は “default”とする) 
・concept_id := 言語辞書リソース内の特定のテーブルにおける概念 ID 
・composite_resource_name := resource_name.[table_name] 
                            特定言語リソース内の特定テーブル 
・composite_standard_codes := [{CodeSet: Code}, …]   
                            他の標準コードセットのコードとの対応 (0個以上) 
 
●言語辞書リソース共通メソッド 
term2conceptIDs 
・INPUT: “term” 
・OUTPUT: codes := [{“composite_resource_name”: “concept_id”}, …] 
 
conceptID2attributes 
・INPUT: “composite_resource_name”, “concept_id” 
・OUTPUT: 以下の構造体 

1. composite_standard_codes  (他の標準コードセットとの対応) 
2. parents (within the same resource)   (上位語の概念 IDセット) 

 := [{“composite_resource_name”: “concept_id”} * ] 
3. children (within the same resource)   (下位語の概念 IDセット) 

 := [{“composite_resource_name”: “concept_id”} * ] 
4. categories	  (言語辞書リソース内の意味カテゴリ) 

 := [“category”, “category”, ..] 
5. lead_term   (代表表記) 

 := [“term”] 
6. synonym_set  （同一概念に属する代表表記を含む、全同義語セット） 

 := [“lead_term”, “synonym”, “synonym”, …] 
7. inferred_categories   (上位語を辿ることで推論された意味カテゴリ) 

 := [“category”, …] 
8. other attributes   (読み方、類義語を含むその他の属性 (json)) 

 
●例（T辞書の場合） 
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・term2conceptIDs 
[INPUT]: term = 滲出性中耳炎 
[OUTPUT]: codes = 医薬同義.default.S05098 

 
・conceptID2attributes 

[INPUT]: 
composite resource_name = 医薬同義.default 
concept id = S05098 
 
[OUTPUT]: 
composite standard codes =NULL 
parents = NULL 
children = NULL 
categories = 疾患 
lead term = 滲出性中耳炎 
synonym set = 滲出性中耳炎,漿液性中耳炎,浸出性中耳
炎,SOM,OME,,SECRETORY OTITIS MEDIA,CATARRHAL OTITIS 
MEDIA,SEROUS OTITIS MEDIA,OTITIS MEDIA WITH EFFUSION 
Inferred categories = 心身の状態  
Others = 滲出性中耳ｶﾀﾙ,ｶﾀﾙ性中耳炎,中耳ｶﾀﾙ（類似語） 
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資料２ 

医療言語データの汎用自動アノテーションシステムによる解析結果例 
投入データ例： 
慎重投与（次の患者には慎重に投与すること）1.大動脈弁狭窄，僧帽弁狭窄のある患者，肺高血圧のある

患者［血管拡張作用により重篤な血行動態の悪化を招くおそれがある．］2.過度に血圧の低い患者［更に血

圧が低下するおそれがある．］3.血液透析療法中の循環血液量減少を伴う高血圧患者［過度に血圧が低下す

るおそれがある．］4.重篤な腎機能障害のある患者［急速な降圧等により腎機能が悪化するおそれがある．］

5.重篤な肝機能障害のある患者［血中濃度が上昇することがある．また門脈圧が上昇するおそれがある．］

6.うっ血性心不全（特に高度の左室収縮機能障害）のある患者［心不全が悪化するおそれがある．］	 7.高

齢者［「高齢者への投与」の項参照］	 重要な基本的注意 1.カルシウム拮抗剤の投与を急に中止したとき，

症状が悪化した症例が報告されているので，本剤の休薬を要する場合は徐々に減量し，観察を十分に行う

こと．また患者に医師の指示なしに服薬を中止しないように注意すること．2.まれに過度の血圧低下を起

こし，ショック症状や一過性の意識障害，脳梗塞があらわれることがあるので，そのような場合には投与

を中止し，適切な処置を行うこと．3.降圧作用に基づくめまい等があらわれることがあるので，高所作業，

自動車の運転等危険を伴う機械を操作する際には注意させること． 

↓ 

以下の画面省略 
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資料３ 

医療言語データの汎用自動アノテーションシステムのリソース設定画面 
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資料４

標準表記（代表表
記）

出現した⽤語 ICD
ICD10対応
標準病名マ

スター

JAPIC薬剤
データベー

ス
LiLak

MedDRA/
J

T辞書
⼿術・処置
マスター

⽇本医学会
医学⽤語辞

典

症状・所⾒
マスター＜
⾝体所⾒編

＞

看護実践⽤
語標準マス

ター

臨床検査マ
スター

解剖学⽤語

うっ⾎ うっ⾎ 1

うっ⾎性 うっ⾎性 2

うっ⾎性⼼不全 うっ⾎性⼼不全 1 3 1 2 1 1

めまい めまい 3 2 1 1

カルシウム カルシウム 2 1 1 1 2

ショック ショック 3 2 2 1

ショック症状 ショック 1

ショック症状 1 1

バイタルサイン 意識 1

意識障害 1

⾎圧 1

⼀過性 ⼀過性 2 1

⼀過性の ⼀過性の 1

⼀過性意識障害 ⼀過性の意識障害 3 1 1

上昇 上昇 1

低下 低下 1

低⾎圧 ⾎圧低下 1

作⽤ 作⽤ 1

僧帽弁 僧帽弁 2 1 1

僧帽弁狭窄 僧帽弁狭窄 1

狭窄,僧帽弁 1

僧帽弁狭窄症 僧帽弁狭窄 1

狭窄,僧帽弁 1

処置 処置 1

動態 動態 1

医師 医師 1

収縮 収縮 1

収縮機能障害 収縮機能障害 2

右⼼不全症状 うっ⾎性⼼不全 1

報告 報告 1

⼤動脈 ⼤動脈 2 1 1

⼤動脈弁 ⼤動脈弁 2 1 1 1

⼤動脈弁狭窄 ⼤動脈弁狭窄 2 1 1

⼤動脈弁狭窄症 ⼤動脈弁狭窄 1

左室収縮機能障害 左室収縮機能障害 1

左房室弁； 僧帽弁 僧帽弁 1

循環 循環 1

循環⾎液 循環⾎液 1

循環⾎液量 循環⾎液量 2 1 1

循環⾎液量減少 循環⾎液量減少 1

⼼不全 ⼼不全 1 3 1 3 1 1

⼼不全症状 ⼼不全 1

急速 急速 1

患者 患者 1

悪化 悪化 1

意識 意識 1

意識障害 意識障害 3 2 1 1 1 1

拡張 拡張 1

拮抗 拮抗 1

操作 操作 1

梗塞 梗塞 2 1 1

機械 機械 1

機能 機能 1

機能障害 機能障害 1

注意 注意 1

混濁 意識 1

減量 減量 1

濃度 濃度 1 1

狭窄 狭窄 1

症例 症例 1

症状 症状 2 1

リソース
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療法 療法 1

眩暈 めまい 1

肝機能 肝機能 1

肝機能異常 肝機能障害 1

肝機能障害 肝機能障害 3 2 1 1

肺⾼⾎圧 肺⾼⾎圧 1 1

肺⾼⾎圧症 肺⾼⾎圧 1

脳梗塞 脳梗塞 1 3 1 2 1 1

腎機能 腎機能 1

腎機能低下 腎機能障害 1

腎機能障害 腎機能障害 1 2 1 1

⾃動⾞ ⾃動⾞ 1

⾎;⾎液 ⾎液 1

⾎;⾎液/⾎[の];⾎液[の]⾎液 1

⾎中濃度 ⾎中濃度 1 1

⾎圧 ⾎圧 1 2 1 1 1

⾎圧低下 ⾎圧が低下 1

⾎圧低下 1 2 1

⾎液 ⾎液 2 1 1

⾎液透析 ⾎液透析 2 1 1 1

⾎液量 ⾎液量 1

⾎液量減少 ⾎液量減少 3 1 1

⾎管 ⾎管 2 1 1 1 1

⾎管拡張 ⾎管拡張 1 2 1 1

⾎⾏ ⾎⾏ 1

観察 観察 1

透析 透析 2 1 1

過度 過度 2

⾨脈 ⾨脈 2 1

⾨脈圧 ⾨脈圧 1

⾨脈；⾨静脈；肝⾨脈⾨脈 1

降圧 降圧 1

障害 障害 1

⾼度 ⾼度 2 1

⾼所 ⾼所 1

⾼⾎圧 ⾼⾎圧 1 2 1 1

⾼⾎圧の ⾼⾎圧の 1

⾼⾎圧症 ⾼⾎圧 1

⾼齢 ⾼齢 1 1

⾼齢者 ⾼齢者 1 1

ｶﾙｼｳﾑ拮抗剤 カルシウム拮抗剤 1

ｼｮｯｸ ショック 1

ｼｮｯｸ症状 ショック症状 1
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